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○第 10回社員総会は５月２３日（月）１６時からヴィアーレ大阪にて開催予定です。 

 懇親会はコロナの状況にもよりますが、感染症対策をして行う予定です。 

 ※正会員様でご欠席の場合には 添付の委任状のご提出を必ずお願い致します。 

一般社団法人 大阪金属プレス工業会 http://www.omsa.or.jp/ 
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 一般社団法人大阪金属プレス工業会では、令和３年度後期技能検定「金型製作」職種の「プレス金型製作作業」

１，２級の実技試験を実施いたしました。平面研削盤、フライス盤等の工作機械でパンチ、パンチプレートを加工し、

金型を組立て、最後はプレス機にて製品を打ち出すまでの作業試験です。 

会場は例年と同じポリテクセンター関西の実習場をお借りし、検定委員と補佐員には会員企業からご協力を頂き

ました。有難うございました。 

 

＜準備練習会＞ 

日  時 ： １月１７日（月） 

会  場 ： ポリテクセンター関西 

参加者 ： １級０名、２級２名 （合計２名） 

 

＜技能検定 実技試験＞ 

日  時 ： １月１８日（火） 

会  場 ： ポリテクセンター関西 

受検者 ： １級０名、２級２名 （合計２名） 

 

＜技能検定の合格発表＞ 

実技試験とは別に学科試験が（筆記試験）が１月３１日（日）に実施されており、合格発表は３月１１日（金）にあ

りました。例年非常に合格率が低く技能士が狭き門となっておりますが、今回も２級の２名が受検されましたが、 

合格者は０名でした。 

なお、「プレス金型製作」１，２級の技能検定は、隔年開催となっておりますので、来年は検定がありません。 

 

 

 

 合格発表では 「金型製作」、「金属プレス加工」の特級の合格発表もあり、会員から１名の方が狭き門を突破さ

れ、特級技能士に合格されました。 

 

 「金属プレス加工」 特級技能士 合格者 １名  所属企業：株式会社カサタニ 

※特級技能士合格者には、当工業会の規定により報奨金（金券）を後日お贈りいたします。 

 

会 員 非 会 員 合  計 

受検者 合格者 合格率 受検者 合格者 合格率 受検者 合格者 合格率 

1級 0 0 0% 0 0 0% 0 0 0% 

２級 1 0 0% 1 0 0% 2 0 0% 

合計 1 0 0% 1 0 0% 2 0 0% 

令和３年度 後期技能検定 

「プレス金型製作」実技試験 

技能検定の風景 

令和３年度 後期技能検定「プレス金型製作作業」１、２級 実技試験受験者数及び合格者数 
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開催日時、場所 内  容 参加者 写  真 

第２回 展示会推進委員会 

２月７日 18時 30分 

工業会事務局 

＜金属プレス加工技術展出展の

打ち合わせ小委員会＞ 

・当会ブースへ出展会員の決定 

・ブースのレイアウト、必要品、発

注担当 

・展示員の配置、当番 

・今後のスケジュール 

・オリエンテーションについて 

4名 

 

第４回 安全・技術委員会 

２月１０日 18時 

ＷＥＢ会議 

・ＤＸセミナーの結果報告 

感想、アンケート結果、今後の

ＤＸの進め方について 

・金属プレス加工技術展 2022 

について 

6名 （ＷＥＢ会議 写真なし） 

展示会 出展者説明会 

（オリエンテーション） 

２月２１日 18時 

たかつガーデン 

＜金属プレス加工技術展 当会

ブースへ出展する会員３社への

説明会（オリエンテーション）＞ 

・ブースレイアウト 

・各社準備頂くもの 

・展示員について 

・今後のスケジュールについて 

10名 

 

第３回 展示会推進委員会 

３月１７日 18時 30分 

工業会事務局 

＜金属プレス加工技術展出展の

打ち合わせ小委員会＞ 

・当会ブースの展示員当番確定 

・オリエンテーション以降の進捗

状況について 

・今後のスケジュールについて 

・その他必要そうなもの 

4名 

 

※参加者名簿、内容の詳細は、当工業会ＨＰの事業報告ページに記載の議事録をご覧下さい。 

 

各 委 員 会   報 告 
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 日  時：令和４年１月２６日（水）１４時００分～１５時２０分 

 会  場：たかつガーデン「オリーブ」 → ＷＥＢセミナーへ変更 

 参 加 者：２３名 （会員のみ） 

講  師：中山康弘氏 （㈱大塚商会 業種ＳＩ部 上級課長） 

 演  題：「企業がはじめるDX ～DXとは IT化するのではなく 

情報戦略立案が成功のポイント～」 

       

 今回のセミナーは昨年11月に実施致しましたSDGs導入支援セミナー

「今からはじめる SDGs」に続く第 2弾となる経営者、経営幹部向けの導 

入支援セミナーです。コロナ対応として広めの会場を準備しておりましたが、 

新型コロナ感染者数が予想を上回り、急きょWEBによる開催へと変更致しました。 

 

DXという言葉が氾濫していますが、DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、デジタル技術を

用いることで生活やビジネスが変容していくことを言います。単に IT化をするということではありません。

「工場をＩＴ化する＝生産管理システムを導入する」と思われている方も多いのではないでしょうか。 

 今回講師をお願いしました㈱大塚商会様は 20 年以上前から DX を実現し、従業員を増やさず売上を３

倍にされ、そして各取引先の各企業へ DX 導入を支援されておられます。その DX 導入のポイントとなる

部分を講義して頂きました。 

 

（内容抜粋） 

 IT 化、システム化の目的といえば手書きの帳票や面倒な作業を無くし、現場の作業を楽にする、という

イメージですが、現場が楽になれば経営が良くなるというのは間違いです。従業員の課題が経営の課題と

イコールではありません。 

 売上高の内訳は大きく分けて、販売原価、販管費、営業利益ですが、単に現場の作業を楽にする IT 化、

システム化は人件費や経費の一部である販管費をわずかに下げるのみ、割合が少ない販管費を更にわずか

に下げても経営は良くなりません。効率化で販管費を下げるのではなく業務改善で原価を下げ、売上と、

利益を上げることです。経営者は会社のあるべき姿、未来のビジネスを見据えて会社を筋肉質に変える決

断をしなければなりません。現場が楽になるシステムを導入するのではなく、むしろ（最初は）現場に負

荷をかけるシステムを導入する決断が必要です。従業員からのボトムアップではなく経営者からのトップ

ダウンのアプローチが必要なのです。 

 トップダウンのアプローチとは、手順としては、①現状分析（ヒト、カネ、モノ）、更に財務分析から自

社の特徴（強み、弱み）を把握 ②システム導入の目的を明確にし、数値目標を設定する（10年後に年商

〇億、営業利益〇千万円など） ③目標を達成するために必要な取組・課題を設定する ④取組・課題を

解決するためにどんな機能が必要か決める ⑤実行計画を立ててスケジュールを設定する。という流れで

す。繰り返しになりますが、重要なことは『経営者が現状分析から「システム導入理念」を策定、導入目

的を明確に共有して社員全員でトップダウン導入を図る』ということです。 

 

 いかがでしょうか、経営者として大変斬新で参考になる内容ではないでしょうか。講義は更に具体的な

業務改善のフローや実際の導入事例（ビフォーアフター）のお話もありました。 

 大阪金属プレス工業会では今後も DX への取り組み、導入へのフォローを続けていきますので、ご興味

のある方は是非次回ご参加下さい。 

DＸ 導入支援セミナー 報告 

 

講師 中山康弘氏 
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DXセミナー  アンケートの集計結果  

 

（１）あなたの会社（事業所）では、すでにＤＸを意識して何か取り組みをしていますか （いずれかに○を） 

何もしてない DXの勉強中 取り組みを検討中 すでに取り組んでいる 

2 5 3 2 

 

（２）今回のセミナーを受講する前のＤＸに対する理解度は （いずれかに○を） 

全く知らない 聞いたことがある程度 内容を少し知っている 熟知している 

1 7 4 0 

 

（３）今回のセミナーで参考になったのはどのお話ですか （〇はいくつでも可） 

ＤＸの説明

／背景 

企業経営の  

課題／悩み 

間違ったＤＸツー

ルの導入 

ＤＸ導入成

功事例 

ＤＸへの４つ

のステップ 

どれも参考になら

なかった 

4 3 5 3 2 0 

 

（４）今回のセミナーは満足いくセミナーでしたか  （いずれかに〇を） 

大変よかった まあよかった ふつう やや不満 不満 

1 7 4 0 0 

 

（５） 感想をお聞かせ下さい （よかった点や不満な点など） 

    （回答を順不同、原文のまま） 

   ・実在の工場をＤＸＩＴ化された事例を説明されていた   ・システム導入の流れを再検討します 

   ・講師の説明が明確であった       ・講習資料を前もって頂きたかった 

   ・経営理念・目的・ドメインを軸にトップダウンの落とし込み戦略が参考になった 

   ・会社として「あるべき姿」ビジョンを経営幹部が持っていないとＤＸはうまくいかないと気付かせて頂き、

ためになりました 

   ・資料がない、テキストがない       ・従業員及び経営理念のあるべき形 

 

（６）今回のセミナーで、会社で生かせそうな事があればお聞かせください 

  （回答を順不同、原文のまま） 

   ・見える化の基礎である部分をわかりやすく説明されていた点      ・現在は特になし 

   ・もうすでに、大塚商会で申し込んで推進中   ・ＤＸを導入する際のトップダウンとボトムアップ 

   ・利益が出る取組になる様、精査し検討をするプロセスをいかしていければと思います 

   ・適性在庫管理   ・生産性向上のポイント 

 

（７）今後も支援を受けてＤＸ導入へ進んで行きたいと思いますか 

是非進めたい 出来れば進めたい 現状でよい わからない 未回答 

1 3 3 4 1 

 

（８）中小企業診断士による企業診断を受けてみたいと思いますか 

受けてみたい 更に話を聞いて検討

したい 

必要ない わからない （診断中） 

1 2 2 5 2 

 

以   上 
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＜展示会にご来場下さい＞ 

 

事前登録で入場無料です。 

当工業会の会員企業が多数

出展しております。 

（出展企業名は次ページ） 

 

大阪金属プレス工業会も 

ブースを出展致します。 

単独では出展をされない 

会員３社に展示台をお貸し

して企業ＰＲにご利用して

頂きます。 

 

ご来場お待ちしております。 

 

金属プレス加工技術展 2022 ご案内 
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令和４年４月７日 

大阪金属プレス工業会 

 会  員   各 位 

（一社）大阪金属プレス工業会 

代表理事   多 田  修 

 

第１０回  社 員 総 会 開 催 の ご 案 内 

 
 拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は、当工業会の事業運営

に格別のご支援ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

さて、当工業会では、定款第１７条に基づき第１０回社員総会を下記のとおり開催いた

します。何かとご多忙のことと存じますが、各議案についてご審議賜りたく、万障お繰り

合わせの上ご出席下さいますようお願い申し上げます。 

また、総会終了後には感染症対策をした上で、懇親会を開催する予定です。夏山享啓前

会長の叙勲受章セレモニーを予定しております。各社１名様は無料ですので是非ご参加頂

きますよう併せてお願い申し上げます。尚、コロナの状況により変更や中止をさせて頂く

場合もございます。 

敬具 

記 

 

 開  催  日  （２０２２年）令和４年５月２３日（月） 

 開 催 場 所  ヴィアーレ大阪 （大阪市中央区安土町３－１－３） 

大阪メトロ御堂筋線【本町駅】１号出口徒歩３分 

           大阪メトロ堺筋線 【堺筋本町駅】１７号出口から徒歩５分 

 

 【第１部 第 10 回社員総会】 16：00～16：４５  ２階「クリスタルルーム」 

 

   社員総会議事  第１号議案 令和３年度 事業報告 

（予定）  第２号議案 令和３年度 収支決算報告 

            第３号議案 令和３年度 会員異動状況報告 

            第４号議案 令和４年度 事業計画（案） 

第５号議案 令和４年度 収支予算（案） 

           第６号議案 定款の変更について（案） 

 

 【第２部 懇親会】 17：00～1８：３0  ２階「エメラルドルーム」 

 

 懇親会参加費   無 料／１名 （お二人目からは 5,000 円）                          

 

     ※懇親会は間隔を空けてご着席頂き、コース料理を予定します 

     ※お二人目からの費用は後日、ご請求書等にてご連絡致します 

 

  出   欠  別紙「出欠通知」にご記入の上 ＦＡＸにて、 

５月１１日（水）までにご通知下さいますようお願い申し上げます。 

（正会員様で ご欠席の場合は、２ページ目の委任状へご署名の上 FAX 送信お願いします） 
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＜５月１１日（水）までにＦＡＸ回答お願いします＞ 

 

５／２３（月） 第１０回 社員総会 出欠通知 

 

  （一社）大阪金属プレス工業会 事務局 宛  FAX ０６－６７６２－７６３３ 

 

    令和４年   月   日 

 

（ 出欠欄に 〇（出席）又は×（欠席）を） 

会 社 名 
 

社 員 総 会 懇 親 会 

氏   名 役 職 名 出欠（〇×） 出欠（〇×） 

    

    

    

                                    

 

 

 

 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------<切取不要>---------------- 

 

     ＜ 委 任 状 ＞ FAX：０６－６７６２－７６３３ 

 

一般社団法人大阪金属プレス工業会  

  第 10 回社員総会議長 様 

 

 私は、令和４年５月２３日に開催される、一般社団法人大阪金属プレス工業会第 10 回

社員総会に参加できませんので、総会での表決に関して、議長に一任致します。 

 

                         令和４年  月   日 

 

              会 社 名                     

 

ご署名（又は記名+押印）                  

※正会員の方で ご欠席の場合は『委任状』の 

ご提出を【必ず】お願い致します。 
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大阪金属プレス工業会 会員各位 

(一社)大阪金属プレス工業会（共催） 

(一社)東大阪労働基準協会（主催） 

 

動力プレス機械の金型調整の業務の特別教育（学科）の開催について 

 

労働安全衛生法では、従業員を動力プレス機械の金型の取り付け、取り外し又は調整の業務につ
かせる場合は、特別教育（４科目８時間の学科教育及び２時間の実技教育）を行わなければならな
いことになっております。 

各事業所において特別教育を実施して頂くことが望ましいのですが、実施することが困難な学科

教育について、当工業会では東大阪労働基準協会と共催で講習会を実施いたします。まだ教育を行
なっていない企業様におきましては、是非この機会にご参加されますようご案内致します。 

 

記 

対 象 者 ・動力により駆動されるプレス機械の金型、安全装置もしくは安全囲いの取り付け、 
取り外し又は調整の業務に従事する者（安衛法 59条 3項並びに安衛則 36条２号） 

・技能検定「金属プレス加工」「プレス金型製作」１級・２級を受検される予定の方 

  （※実技試験実施日までに取得が必要な資格です・・・技能検定受検案内に記載） 

 

講習日時  ２０２２年（令和４年）５月２７日（金）９：４５～１９：１０ 
講習会場  東大阪市文化創造館２階創造支援室 C1・2  東大阪市御厨南２－３－４ 

近鉄奈良線 八戸ノ里駅 北 200ｍ 徒歩約５分  

受 講 料  １名 会員８,８００円・非会員９,９００円（テキスト代・消費税含みます） 

                  （会員とは大阪金属プレス工業会、又は東大阪労働基準協会の会員） 

 

申 込 先   別紙の申込書に必要事項を記入の上、ＦＡＸにてお申込み下さい。 

   

締め切り  ５月１３日までに申し込みと受講料の支払いをして下さい。 

   ※振込先は申込書に記載していますので、５月１３日までにお支払い下さい。 

   ※振込、お支払いのお問い合わせは 東大阪労働基準協会 06-6723-3450 へ 

 

講習科目  プレス機械及び安全装置又は安全囲いに関する知識 

プレス機械による作業に関する知識 ・関係法令 

プレス機械の金型、安全装置若くは安全囲いの点検、取付け、調整等に関する知識等 

 

修 了 証  全講習を受講された方に修了証を交付します。 

       ※遅刻、早退等で受講時間が足りない方には交付されません。ご注意下さい。 

 

実技講習  実技は各事業場において教育して下さい。 

プレス機械の金型、プレス機械、又は安全装置、もしくは安全囲いの点検、取付け、 
取り外し及び調整等について実技講習・・2時間以上 

 

お問合せ  （一社）大阪金属プレス工業会 ＴＥＬ：06-6762-8629 

 

※注意：受講希望者が１０名未満の場合は講習を中止することがあります。 



：

： 〒

：

：

：

：

：

（※印欄には記入しないでください）

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

▪受講料 ▪申込・支払期限

会員  一人あたり 月 日まで

▪受講者 名 円 ▪振込予定日 月 日

▪振込先 ： 関西みらい銀行　東大阪永和支店 　　普通　　0073577 　　ｼｬ）ﾋｶﾞｼｵｵｻｶﾛｳﾄﾞｳｷｼﾞｭﾝｷｮｳｶｲ

令和4年5月27日 開催

動力プレス機械の金型調整の業務の特別教育（学科）　　受講申込書

事 業 所 名

（一社）大阪金属プレス工業会　（会員専用）
送信先　FAX： 06-67６２-７６３３

T E L / F A X /

メ ー ル ア ド レ ス

所 在 地

連 絡 担 当 部 署

担 当 者 名

自宅 /

携帯番号

自宅 /

携帯番号

受 講 票 送 付 方 法 FAX　　　　　/　　　　　メール　　　（どちらか〇で囲んでください）

※ フリガナ ※ フリガナ

自宅 /

携帯番号

S ・ H

※ フリガナ ※ フリガナ

生年月日 S ・ H 生年月日

受講者

氏　名

受講者

氏　名

S ・ H

※ フリガナ ※ フリガナ

生年月日 S ・ H 生年月日

受講者
氏　名

受講者
氏　名

自宅 /

携帯番号

受講者
氏　名

受講者
氏　名

自宅 /

携帯番号

自宅 /

携帯番号

S ・ H

新型コロナウイルス感染拡大の予防対策について、施設より利用者名簿（氏名・電話番号）の提出依頼がありましたので自宅もしくは携帯番号をご記入ください。

名簿は感染が発生した場合など、必要に応じて保健所等の公的機関へ提供されます。

（大阪金属プレス工業会）

（東大阪労働基準協会）の

8,800円（税込） 5 13

非会員

生年月日 S ・ H 生年月日

　　　・ 申込書をFAXいただき、受講料のご入金をこちらで確認しましたら申込み完了となります。

　　　・ ご担当者様に受講票を上記で選択された方法でお送りいたします。

　　　　　（ご記入いただいたアドレスに送信できない場合はFAXもしくは郵送いたします。）

　　　・ 受講票がご入金日から7営業日以内に届かない場合はご連絡ください。

　※ 締切日までに定員に達する場合があります。　　　　※ 入金締切日が過ぎたキャンセルは返金できません。ご了承ください。

　　　※ 受講される方の変更は前日まで受付けします。お電話でご連絡下さい。

一般社団法人東大阪労働基準協会

〒577-0809東大阪市永和1-6-16

TEL　06-6723-3450　FAX　06-6723-3451

一般社団法人大阪金属プレス工業会

〒554-0001大阪市天王寺区上本町5-5-15-202

TEL　06-6762-8629　FAX　06-6762-7633

 一人あたり 9,900円（税込）

合計
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会員の皆様を「守り育てる」

（一社)大阪金属プレス工業会50周年　会員パートナー宣言

我が工業会ならではの情報発信力とネットワーク環境を活かしながら

会員各社の社員様の育成のお手伝いをし

各社の業績の向上を支援します。

そしてこれらの果実を享受した会員自身が

次に工業会の情報収集力とネットワークをさらに強めていきます。

会員総てが工業会のパートナーとしての自覚を持っているからです。

ますます厳しさを増すグローバル競争の中

50周年を機に、ここ関西・大阪の地で活躍する会員の皆様が発展され

それが大阪のプレス業界を活性化して

将来世代に夢と希望を繋ぐことを目指します。

2016年5月26日

一般社団法人　大阪金属プレス工業会　理事一同

会員の皆様と一緒に「未来につなぐ」


